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1. 業務概要 
1.1 業務目的 
本業務は、新美香保体育館の建設候補地である札幌市スポーツ交流施設敷地内において、新美

香保体育館整備に係る騒音対策を検討するために必要となる周辺騒音を把握するものである。 

 
1.2 業務の概要 
本業務の概要は、以下に示す通りである。 

■業務名 ：札幌市スポーツ交流施設内騒音調査業務 
■発注者 ：札幌市スポーツ局スポーツ都市推進課 
■受注者 ：株式会社 CTI ウイング 東京事務所 
■契約日 ：令和 6 年 7 月 9 日 
■履行期間：令和 6 年 7 月 9 日 ～ 令和 7 年３月 21 日 
■受注金額：2,740,000 円（税抜き） 
■業務場所：札幌市東区栄町 885 番地１（札幌市スポーツ交流施設敷地）  
■業務の概要 

⑴ 環境騒音測定 ４箇所  
⑵ 騒音分析 一式  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 1-1 業務場所 
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2. 業務の内容 
2.1 環境騒音測定 
2.1.1 測定対象  

 札幌市スポーツ交流施設外で発生する航空機騒音、自動車騒音等、すべての騒音について測

定を行った。  
 

2.1.2  測定地点  
測定地点は、下図の１～４の４箇所とし、その内１箇所はコミュニティドーム内とした。 
また、コミュニティドーム内外の騒音状況を把握するため、補足的に５.ドーム外においても測

定を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 2-1 測定地点 

１.道路端 

２．ドーム内 

５．ドーム外 

３．広場中央（将来建設予定地） 
４．滑走路近傍 
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■道路沿道 
地点番号 1 地点名 道路端 
備考 建設予定地における道路交通騒音の把握 
地点位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場写真 
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■コミュニティドーム 
地点番号 2・５ 地点名 コミュニティドーム内・外 
備考 参考測定箇所（コミュニティドーム内・外の騒音の差を参考地として把握） 
地点位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場写真 
 施設内                   施設外 
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■建設予定地周辺 
地点番号 3 地点名 広場中央 
備考 将来建設予定地の騒音環境の把握 
地点位置図 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場写真 
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■空港敷地境界 
地点番号 4 地点名 滑走路近傍 
備考 丘珠空港滑走路に最も近い位置での騒音環境の把握 
地点位置図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現場写真 
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2.1.3 測定日及び測定時間帯  
 測定日は、札幌市環境局環境事業部で発注された「令和６年度札幌丘珠空港航空機騒音等調

査業務」における調査期間と同時期とした（令和 6 年 9 月 13 日～19 日）。 
 測定時間帯は、航空機が離発着する７時 00 分～20 時 30 分とした（ただし、当該地域にお

ける騒音レベルが最も低くなる時間帯１時間の測定も行った）。  
 
2.1.4  測定方法  
騒音の測定は、「騒音に係る環境基準の評価マニュアル」（平成 27 年環境省）及び「日本工業

規格（JIS）Z 8731（2019）」（環境騒音の表示・測定方法）による。  
なお、測定にあたっては、データレコーダを設置して、100ms 以下の時間間隔でサンプリン

グし、連続測定を行った。 
 

2.2 測定結果の解析及び分析  
2.2.1 測定項目  
等価騒音レベル（LAeq）及び時間率騒音レベル（LA5、LA10、LA50、LA90、LA95） 並び

に騒音計の指示値の最大値（LAmax）を 10 分間ごとに整理した。最大値については、航空機

や自動車等、その発生源を明らかにした。また、発生源が航空機の場合は、その機種等を記載し

た。  
 

2.2.2 分析項目  
1/3 オクターブ周波数帯のエネルギー平均値及び統計値を 10 分間ごとに整理した。  
※周波数範囲は 1～10,000Hz、統計値を算出する際のサンプル間隔は、100ms 以下 
とした。 
 

2.3 とりまとめ  
 上記内容をとりまとめた報告書を作成した。   
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3. 当該敷地の騒音に係る環境基準 
3.1 敷地概要 

 

 
3.2 騒音に係る環境基準    
環境基準とは、「人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基準」

とされている。 
騒音に係る環境基準は年間を通じて平均的な状況の日に測定したデータを、時間区分ごとの全

時間を通じた等価騒音レベル（LAeq,T）で評価する。 
騒音に係る環境基準である、「一般地域」および「道路に面する地域」の環境基準、「幹線交通

を担う道路に近接する空間の特例」は以下のとおりである。   

所在地 札幌市東区栄町 885 番地１ 

敷地面積 133,329 ㎡ 

都市計画区域・区域区分 都市計画区域内市街化調整区域 

防火地域 なし 

容積率・建ぺい率 200％・60％ 

日影規制 なし 

前面道路 篠路通（都市計画道路）、幅員 25ｍ 

防災情報 
・大規模火災時指定緊急避難場所 

・物資集配拠点（コミュニティドーム） 

その他 

景観計画区域、緑保全創出区域：里地地域（緑化率 30％以上）、 

航空進行区域（航空機の離発着に支障がないよう、飛行場から

の水平距離に応じて、建築物の高さに制限がかかる） 
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3.2.1 一般地域および道路に面する地域の環境基準 
 

 
【地域の類型について】 

AA：特に静穏を要する地域 A：専ら住居の用に供される地域 B：主として住居の用に供される地域  

C：相当数の住居と併せて商業、工業等の用に供される地域   
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3.2.2 幹線道路近接空間に関する特例 
幹線交通を担う道路に近接する空間については、前頁の表に関わらず特例として次表のとお 

りである。 

 

 
3.2.3 当該敷地の騒音に係る環境基準の適用 
当該地域は、市街化調整区域であり、用途地域の指定がないため、敷地状況などから、以下に

示す地域を当てはめた。 
 

  1.道路端  （C 車線を有する道路に面する地域） 
 2.ドーム内 （AA 一般地域） 

3.広場中央 （C 一般地域） 
4.滑走路近傍（C 一般地域） 
5.ドーム外 （C 一般地域） 
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等価騒音
レベル

等価騒音
レベル

等価騒音
レベル

(dB) (dB) (dB)

道路端 広場中央 滑走路近傍

9月13日 昼　間 59 61 70

9月14日 昼　間 57 59 68

9月15日 昼　間 58 56 67

9月16日 昼　間 57 61 69

9月17日 昼　間 58 60 70

9月18日 昼　間 58 57 68

9月19日 昼　間 58 58 67

時間
区分

備考

4. 測定結果 
4.1 環境騒音測定結果 
各地点における環境騒音測定結果を表 4-1～表 4-3 に示す。 
また、時間帯別騒音レベル測定結果を表 4-4～表 4-38 及び図 4-1～図 4-35 に示す。 
これによると、以下のように整理できる。 

1.道路端  （昼間 57～59dB、夜間 51～55dB）※昼間、夜間ともに基準値内 
2.ドーム内 （昼間 46～67dB、夜間 34～47dB） 
3.広場中央 （昼間 56～61dB、夜間 43～51dB） 
4.滑走路近傍（昼間 67～70dB、夜間 39～45dB）※夜間は基準値内 
5.ドーム外 （昼間 59～64dB、夜間 41～59dB） 
なお、ドーム内において昼間が高いのは、ドーム施設内においてイベント等が開催された

影響を受けている。 
 
道路端、広場中央、滑走路近傍の昼間の騒音レベルを比較すると、滑走路近傍が最も高く、

次いで広場中央、道路端が最も低い傾向にあった。 
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表 4-1 環境騒音測定結果 

 
 

   

地点名　　　　：　1.道路端

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 59 81 63 61 56 51 50 38 70

夜　間 52 72 57 55 48 42 41 34 65
昼　間 57 90 61 59 55 50 49 40 70
夜　間 53 73 57 55 50 44 42 33 65
昼　間 58 82 62 61 56 49 48 37 70
夜　間 55 71 60 58 50 45 44 35 65
昼　間 57 83 61 59 54 48 47 39 70
夜　間 51 75 56 53 45 41 40 34 65
昼　間 58 94 62 60 55 50 48 38 70
夜　間 52 84 56 54 47 43 42 36 65
昼　間 58 83 62 60 55 50 48 40 70
夜　間 54 91 57 54 47 42 41 35 65
昼　間 58 87 62 60 55 50 48 37 70
夜　間 51 74 56 53 46 43 42 38 65

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日

地点名　　　　：　2.ドーム内

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 67 94 64 62 53 47 46 24 50

夜　間 34 64 37 34 30 28 28 24 40
昼　間 57 92 55 52 44 40 39 25 50
夜　間 42 75 41 38 34 30 30 24 40
昼　間 54 80 55 52 43 40 39 27 50
夜　間 47 70 48 45 40 37 37 27 40
昼　間 46 79 49 45 37 33 32 25 50
夜　間 34 61 36 34 29 28 27 24 40
昼　間 52 87 53 51 44 41 40 25 50
夜　間 36 79 37 34 29 27 26 24 40
昼　間 52 85 53 50 44 40 40 25 50
夜　間 34 63 38 34 30 28 27 25 40
昼　間 57 99 53 50 43 40 39 24 50
夜　間 34 71 37 34 30 28 28 24 40

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日
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表 4-2 環境騒音測定結果 

 
 

 
   

地点名　　　　：　3.広場中央

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 61 90 62 59 51 46 45 34 60

夜　間 44 62 49 47 40 36 36 29 50
昼　間 59 88 61 56 46 41 40 33 60
夜　間 46 63 46 44 39 35 34 27 50
昼　間 56 83 57 52 47 43 42 34 60
夜　間 51 69 54 53 47 41 39 29 50
昼　間 61 93 63 58 47 41 40 31 60
夜　間 43 61 45 43 37 34 33 28 50
昼　間 60 84 64 60 50 45 44 34 60
夜　間 46 60 51 49 40 37 36 32 50
昼　間 57 84 60 56 48 43 43 36 60
夜　間 43 71 45 43 40 37 36 31 50
昼　間 58 85 60 56 48 44 43 35 60
夜　間 45 68 48 46 42 39 38 33 50

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日

地点名　　　　：　4.滑走路近傍

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 70 97 65 61 51 45 44 33 60

夜　間 40 62 42 41 38 36 35 30 50
昼　間 68 95 62 56 45 40 39 34 60
夜　間 41 68 41 40 36 33 33 27 50
昼　間 67 92 58 50 43 40 39 34 60
夜　間 47 66 49 47 42 38 37 30 50
昼　間 69 97 64 59 46 40 39 32 60
夜　間 39 59 41 40 36 34 33 28 50
昼　間 70 100 69 64 53 44 43 33 60
夜　間 40 64 43 41 38 36 36 32 50
昼　間 68 93 65 58 46 41 41 35 60
夜　間 45 66 46 44 39 37 37 32 50
昼　間 67 94 61 56 45 41 40 34 60
夜　間 45 67 47 45 41 38 38 32 50

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日
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表 4-3 環境騒音測定結果 

 
 
※参考（ドーム内（再掲）） 

 
   

地点名　　　　：　5.ドーム外

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 64 91 63 59 50 45 43 35 60

夜　間 42 67 43 42 39 36 36 32 50
昼　間 60 91 61 56 47 42 41 34 60
夜　間 59 74 47 46 43 39 39 30 50
昼　間 58 84 60 54 44 40 39 33 60
夜　間 64 74 61 60 55 51 50 32 50
昼　間 62 91 62 57 45 40 39 33 60
夜　間 44 78 44 42 38 35 35 31 50
昼　間 61 86 64 60 48 43 42 33 60
夜　間 44 74 45 43 39 36 35 32 50
昼　間 60 87 61 56 44 40 39 34 60
夜　間 41 67 43 42 39 36 36 31 50
昼　間 59 87 59 54 44 41 40 35 60
夜　間 42 67 45 44 40 38 37 33 50

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日

地点名　　　　：　2.ドーム内

地点日　　　　：　令和6年9月13日～19日

等価騒音
レベル

騒音レベル
最大値

騒音レベル
最小値

(dB) (dB) (dB)

LAeq LAmax LA5 LA10 LA50 LA90 LA95 Lamin LAeq

昼　間 67 94 64 62 53 47 46 24 50

夜　間 34 64 37 34 30 28 28 24 40
昼　間 57 92 55 52 44 40 39 25 50
夜　間 42 75 41 38 34 30 30 24 40
昼　間 54 80 55 52 43 40 39 27 50
夜　間 47 70 48 45 40 37 37 27 40
昼　間 46 79 49 45 37 33 32 25 50
夜　間 34 61 36 34 29 28 27 24 40
昼　間 52 87 53 51 44 41 40 25 50
夜　間 36 79 37 34 29 27 26 24 40
昼　間 52 85 53 50 44 40 40 25 50
夜　間 34 63 38 34 30 28 27 25 40
昼　間 57 99 53 50 43 40 39 24 50
夜　間 34 71 37 34 30 28 28 24 40

 備考） LA5：90％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA10：80％ﾚﾝｼﾞ上端値、LA50：中央値、LA90：80％ﾚﾝｼﾞ下端値、LA95：90％ﾚﾝｼﾞ下端値

平均のLAeqはエネルギー平均値、LAmaxは最大値、Laminは最小値、LA5～LA95は算術平均値である。

備考

環境
基準
(dB)

時間率騒音レベル(dB)時間
区分

9月13日

9月14日

9月15日

9月18日

9月19日

9月16日

9月17日
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表 4-4 騒音レベル測定結果 

 

図 4-1 騒音レベル測定結果   
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表 4-5 騒音レベル測定結果 

 

図 4-2 騒音レベル測定結果   
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表 4-6 騒音レベル測定結果 

 
図 4-3 騒音レベル測定結果   
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表 4-7 騒音レベル測定結果 

 

図 4-4 騒音レベル測定結果   
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表 4-8 騒音レベル測定結果 

 

図 4-5 騒音レベル測定結果   
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表 4-9 騒音レベル測定結果 

 
図 4-6 騒音レベル測定結果   
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表 4-10 騒音レベル測定結果 

 

図 4-7 騒音レベル測定結果   



22 
 

表 4-11 騒音レベル測定結果 

 
図 4-8 騒音レベル測定結果   
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表 4-12 騒音レベル測定結果 

 
図 4-9 騒音レベル測定結果   
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表 4-13 騒音レベル測定結果 

 

図 4-10 騒音レベル測定結果   
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表 4-14 騒音レベル測定結果 

 

図 4-11 騒音レベル測定結果   
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表 4-15 騒音レベル測定結果 

 

図 4-12 騒音レベル測定結果   
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表 4-16 騒音レベル測定結果 

 

図 4-13 騒音レベル測定結果   
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表 4-17 騒音レベル測定結果 

 

図 4-14 騒音レベル測定結果   



29 
 

表 4-18 騒音レベル測定結果 

 

図 4-15 騒音レベル測定結果   
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表 4-19 騒音レベル測定結果 

 

図 4-16 騒音レベル測定結果   
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表 4-20 騒音レベル測定結果 

 

図 4-17 騒音レベル測定結果   
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表 4-21 騒音レベル測定結果 

 
図 4-18 騒音レベル測定結果   
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表 4-22 騒音レベル測定結果 

 

図 4-19 騒音レベル測定結果   
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表 4-23 騒音レベル測定結果 

 
図 4-20 騒音レベル測定結果   
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表 4-24 騒音レベル測定結果 

 

図 4-21 騒音レベル測定結果   
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表 4-25 騒音レベル測定結果 

 

図 4-22 騒音レベル測定結果   
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表 4-26 騒音レベル測定結果 

 

図 4-23 騒音レベル測定結果   
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表 4-27 騒音レベル測定結果 

 

図 4-24 騒音レベル測定結果   
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表 4-28 騒音レベル測定結果 

 
図 4-25 騒音レベル測定結果   
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表 4-29 騒音レベル測定結果 

 

図 4-26 騒音レベル測定結果   
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表 4-30 騒音レベル測定結果 

 

図 4-27 騒音レベル測定結果   
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表 4-31 騒音レベル測定結果 

 
図 4-28 騒音レベル測定結果   
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表 4-32 騒音レベル測定結果 

 

図 4-29 騒音レベル測定結果   
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表 4-33 騒音レベル測定結果 

 
図 4-30 騒音レベル測定結果   
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表 4-34 騒音レベル測定結果 

 
図 4-31 騒音レベル測定結果   
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表 4-35 騒音レベル測定結果 

 

図 4-32 騒音レベル測定結果   
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表 4-36 騒音レベル測定結果 

 

図 4-33 騒音レベル測定結果   
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表 4-37 騒音レベル測定結果 

 
図 4-34 騒音レベル測定結果   
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表 4-38 騒音レベル測定結果 

 

図 4-35 騒音レベル測定結果   
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5. 騒音分析 
5.1 騒音の減衰状況 
当該地域の騒音環境は、道路交通騒音、航空機騒音が支配的であるが、騒音レベルの大きさは

では、航空機騒音が支配的であるといえる。 
また、航空機騒音の中でも、地上騒音（航空機のタキシングにより発生する騒音）が支配的で

あり、レベルも高い。 
そのため、タキシング時に発生した騒音が高い機種を選択し、分析を行った。 
 

5.2 レベル差 30dB 以上抜粋 
地点 No4(滑走路端) と地点 No2(ドーム内)の騒音最大値のレベル差が 30dB 以上ある 10 分間

を選抜した結果を表 5-1 抜粋結果に示す。 
これによると、プロペラ機である AT46 のタキシング時に滑走路近傍で最大 99.9dB を記録し

た。 
ドーム内外を比較すると、おおむね 20dB 程度の差が認められた。 
道路端と広場中央の騒音レベルを比較すると、広場中央の騒音レベルが高く、航空機騒音（タ

キシング音）が道路交通騒音をマスキングしていることがうかがえる。 
 

  表 5-1 抜粋結果 
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5.3 周波数分析 
上記抽出した時間帯の周波数分析を行った。 
周波数分析結果を図 5-1～図 5-7 に示す。（周波数分析結果の詳細は、資料編） 
これによると、滑走路近傍では、125Hz 付近が卓越しているものの、ドーム内では概ね減衰し

ていることがうかがえる。 
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図 5-1 周波数分析結果  
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図 5-2 周波数分析結果  
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図 5-3 周波数分析結果  
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図 5-4 周波数分析結果  
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図 5-5 周波数分析結果  
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図 5-6 周波数分析結果  
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図 5-7 周波数分析結果  
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6. まとめ 
当該地域では、航空機騒音（タキシング音）が支配的であり、道路交通騒音の影響はあまり大

きくない。そのため、敷地内において最も騒音環境が良い（騒音レベルが低い）箇所は、現在の

予定地よりも道路端側が望ましいと考えられる。 
また、航空機のタキシング時に発生する音の卓越周波数は 125Hz 付近で、あまり人間が聞こえ

ない領域の音であるが、固有周波数が 125Hz 付近の壁等を設置すると、航空機タキシング時に壁

が共振し、2 次的な音が発生す可能性があるため、留意することが望ましい。 
 
 



 
 

 


